
 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 （注）第３回のワークショップ会議で記入されたもののみ記載。 

河西学区の課題・活性化の方向性 

高齢者の増加 

子どもの減尐・友達がいない 

 

市街化区域と調整区域があり、開発のバランスが悪い 

道路整備が不十分。渋滞発生、交通安全の確保が困難。 

お墓が近くにない 

公園・道路整備や開発のバランスを考える等、 

生活環境の整備が必要 

 

農業の後継者不足 

職場が尐ない。若者の地元に職がない。 

商店・コンビニが自治会内にない 

高齢者対象の行事が多い 

 

男性の参加率が低い 参加者・担い手不足で、一部の人に負担が集中 

 
リーダー的存在がいない 高齢化により行事がマンネリ化 

 

地域活動や行事の担い手・人材が不足 

学区だけでは数ある資源を活かしきれない 

 遺跡等の PR や説明看板が必要 

世代間のつながりがない 

新旧住民・世代間の交流が希薄化 

川戸の水源からの水量に不安 参加したいと思うようなイベントが必要 

若年層対象の行事がない 

祭り、行事等の地区外の人の参加が尐ない

（県外にもアピールが必要） 

自然の保全を念頭においた地域活性化の取り組み 

○魚釣りポイントとして、野州川を等の河川の活性化 

○ホタルの生息地の自然環境保全 

○街中を桜に（川べりや遊休地に桜を植樹） 

 

水資源・ホタル・桜などの自然保全が必要 
世代や地域を越えて集まる 

場所・イベントが不足 

近江妙蓮や遺跡を活用した個性輝くまちづくり 

○近江妙蓮を活用したはす祭りイベントの実施（例：福井

県南越前町はすまつり） 

○近江妙蓮を中心とした全国的な蓮を集めた公園整備 

○近江妙蓮、芦刈園の紫陽花、喜多の桜など花の連携 

○遺跡のまちとして遺跡を PR 

人口減少や少子高齢化が進み、地域間

で人口バランスが崩れている 

若年世帯が増加しない 

 

妙蓮や遺跡等の「たからもの」の 

活用・保全が不十分 

自治会への関心低下や高齢化等で活動

に支障が生じている 

水害対策等の防災の取り組みが不十分 

マナーが悪い、生活ルールの遵守が 

できていない 

 

新旧住民の交流が希薄 

若年層の自治会への関心が低下。高校から自治会に関わ

れる仕組みがない。 

神社の行事の維持（継続性が必要） 

地元の行事、市の要望が多い 

の要望が多い 

自治会が大きすぎてサービスが希薄化 地域団体間の連携がない（自治会と PTA等） 

若い人の地域離れ、青年団の減尐 

限られた人しか公民館に来ない 

自治会活動への参加が尐ない。お祭りだけは参加する。 

お年寄りと子供の交流の継続が必要 

 
地域での居場所がない 

ふるさとづくりで夏祭りは同窓会になる 

川の水が流れず魚が死んでしまう 

駐車場の整備 

子どもを自由に遊ばせる公園が尐ない。いろいろな人が 

集える大規模な公園が欲しい。 

湧水・庄屋屋敷・旧野洲川跡など、『たからもの』が

語り継がれていない。 

河川が汚れている 淡墨桜・古木の保全 

 

新しい住民の自治会への参加が尐ない 

自治会費の未納 

住宅開発等で田畑が尐なくなり、治水問題が多

発（床下浸水・田畑冠水） 

 
法竜川の氾濫 

災害時に要援護者の対策が課題（高齢化、地域

住民の交流の希薄化、要援護者の情報不足） 

ごみ出しのルールの遵守、騒音対策等が不十分 

指導方法が見つけにくい 

小学生・中学生の道徳マナーが悪い 
高齢化等、地域の状況に即した 

地域活動の仕組みづくり 

○自治会活動や地域行事の負担軽減、改革 

○高齢化を見据えた行事を計画 

 

だれもが健やかで安心・快適に暮らせるまちづくり 

○守山は住みよいところという地域の誇りを持つ 

○自治会の連絡体制の強化 

○防災・緊急対策として里道、４ｍ道路に変更させる条例を制定 

若年層が自治会活動に関心がない 

高齢化で自治会運営に支障 

高齢化地区と若年者地区、 

人口増加地区と減尐地区に分かれている 

 

ホタルの復活・保護が必要 

個人情報保護で入退去や電話番号等がわからない 

職場が少ない・商店がない･後継者不足

等、地域の活力が低下している 

 


